
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１４日午前、本校お隣の白梅保育園

（新宮市三輪崎 1134-1）より 10 名の園児

のみなさんが2名の先生の引率のもと来校し

てくれました。先月本校の文化祭に園児たち

をお招きしたお礼に、「ぶんかさいたのしか 

ったです ありがとうございました」とい

うメッセージカードと手作り

のかわいいメッセージカード

ホルダーをいただきました。わ

ざわざ来ていただいた園児の 

１２月１４日の２年生「総合的な学習の

時間」に、「先輩が先生」と題して、進学、

就職をすでに内定させている３年生が特別

講師として参加しました。協力してくれた3

年生は写真左から 2 組・寺元希歩さん、3

組・南 柚有也君、3 組・山縣ハニーさん、

1組・村井 日向子さん、４組・辻原 波輝さ

んの 5 名。それぞれが学習の進め方や長期

休業の過ごし方、進路に向けての心構え等、

進学や就職に向けて各自が取り組んできた

ことをまとめたレポート発表を後輩たちに

みなさん、どうもありがとうございました。

ぜひまた新翔高校に遊びにきて下さい。 

 

向けて行いました。これから本格的に進路

に向けて取組を始めることになる２年の後

輩たちは、身近な先輩たちがたどってきた

リアルな道程に神妙に聞き入りながら、実

践的なアドバイスと熱いエールをしっかり

と受け取めたようでした。またそれぞれの

発表のあとには 2 年生の中からも先輩たち

へ向けての質問が活発に飛び交うなど、進

路意識を改めてしっかりと高められる充実

した授業となっていました。 

 

本年度の「高校生よみかたりボランティ

ア」に本校から１０名が参加、１２月に２

校の小学校でよみかたりを実演しました。  

参加したのは３年生６名、２年生１名、１ 

 

 

 

年生３名計１０名（男子１名 

女子９名）。８月の第５ブロ 

ック合同のよみかたりボラ 

ンティア養成講座に始まり、 

３チームに分かれての絵本 

選び、練習、リハーサル等を 

積み重ね、１２月１１日の三 

輪崎小学校、１６日の宇久井

小学校でのよみかたり本番を迎えました。 

当日は自分たちの班で独自にセレクトした

大型絵本や昔ながらのスタンド式の紙芝居

等を低学年の児童たちの前で提示しなが 

 

 

 

ら、「しろくまのパンツ」や「百万回生き

たねこ」といったおなじみの名作ストーリ

ーを優しくていねいによみかたりを行いま

した。ボランティアの生徒たちは緊張しつ

つも、真剣に聞き入ってくれる児童の目の

輝きや純粋なリアクションに感心しきりの

ようでした。また、よみかたりの後の感想

発表コーナーでも児童たちが元気よく発表

してくれるなど、たいへん貴重な体験交流

活動となっていました。なお、第３回よみ

かたりは１月２９日に太地小学校で実施す

る予定になっています。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１７日５限、新宮ユネスコ協会よ

り、代表の中谷 剛氏をはじめ、7 名の皆様

にお越しいただき、1年生１５０名を対象に

ユネスコ講座を実施していただきました。 

講演前半は中谷代表より、ユネスコ憲章に

基づくユネスコの基本理念や活動につい

て、世界遺産の種類や歴史、その意義等に

ついて講義をいただきました。お話を通し

て、それぞれが「違い」を認め合いつつみ

んなで「持続可能な社会」をめざすことの

大切さ、崇高さを感じることができました。 

 

 

後半は西田副代表から、地元の世界遺産

『紀伊山地の霊場と参詣道』について、新

宮曼荼羅と新宮市歌を題材に解説を受けま

した。新宮地域の歴史と伝説のエッセンス

が時間を超えて網羅された曼荼羅と、戦争

と 2 度の大震災による壊滅的被害から復興

を遂げた新宮への強い思いが凝縮された佐

藤春夫作詞による市歌という二つの身近な

「教材」を通して、「ふるさと新宮」につ

いての理解と愛郷心を深められる貴重な機

会となりました。 

 

～ユネスコ憲章前文より抜粋～ 

戦争は人の心の中で生れるものであるから、人の心の中に平和のとりでを築かなければならない。 

１２月１６日、JR新宮駅より川本駅長、

片山副駅長はじめ１１名の関係の方々に大

挙してお越しいただき、「JR 乗車マナーア

ップ講座」を実施していただきました。 

当日は体育館に全校生徒425人が集合、

スライドで要点を整理していただきつつ、

ポイントとなる項目についてはクイズ形式

で出題して生徒とやりとりしていただく

（なんと正解者には景品あり！）など、駅

構内や乗車中のマナー、不正乗車などにつ

いてしっかりと公共心を高めながら学習す

ることができました。最後は生徒代表者数

名が参加し、踏切のレプリカを用いた緊急

時非常ベル鳴動の実演も体験させていただ

きました。 

また当日は和歌山県の大人気キャラクタ

ー「きいちゃん」と「ワカパン」も登場し、

生徒たちの学習活動にゆるかわいく華を添

えてくれていました。 

（←左資料は全校生徒に配付された手作り

感満載のマナーアップ啓発チラシ「新宮駅

からのお・ね・が・い」vol.1より一部抜粋

しています） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 習 先 主 な 実 習 内 容 

南紀勝浦温泉旅館組合様 窓口案内、お出迎え、ホテル訪問、イベント準備 

陽いづる紅の宿 勝浦観光ホテル様 ホテル業務全般に関する実習 

JR西日本新宮駅様 駅での観光客対応、飾り付け、ﾏﾅｰｱｯﾌﾟｷｬﾝﾍﾟｰﾝ、企画考案等 

福田屋様 和菓子製造、販売 

新宮市観光協会様 秋祭りの準備、協会内の整理・雑務、接客等 

新宮市商工観光課様 市直轄観光施設での接客・情報収集等 

 

 

 

 

３年生地域文化系列の選択科目「観光実務」

の授業の一環として、９名の生徒が以下の６

カ所の事業所、企業、団体様にて「企業実習」

を行わせていただきました。 

「観光実務」は「観光」に関わる職業や仕

事についての理解を深め、地域の現状や活性

化にも目を向けるという目的のもとにデザ

インされた本校独自の学校設定科目。２学期

の取組として毎週金曜日の５〃６限に地元の

各実習場所にご協力をお願いし、９月２７日

から１１月２７日まで全１０回にわたってそ

れぞれ実習活動を行ってきました。 

生徒たちは仕事内容だけでなく、あいさつ、

身だしなみ、言葉遣いといった実習態度面でも

各事業所様に評価をお願いする中で、社会人と

してのマナーやコミュニケーション能力も同

時に磨かせていただきました。ご協力いただ

いた皆様方、長期に渡る受け入れ、本当にあ

りがとうございました。（↓下資料は新宮市

商工観光課様でお世話になった３年１組濱

口彩香さんと２組柚木琴さんが作成した新

宮てづくりマップ） 

 

 

 

 

 

１２月１６日、3年生を対象とした「食育

講座」の一環として、新宮保健所より高橋 伸

行さんを講師にお招きし、「健康的な食生活

と自己管理」というテーマで特別講義を行っ

ていただきました。 

講義のサブテーマは「一人暮らしの食生

活」。「食費のコスト」、「自炊のメリット」、

「一人暮らし（自炊）のための準備」、「野

菜不足やカルシウム不足の解消法」等、卒業 

後すぐに一人暮らしをはじめる３ 

年生にとっては即役立つ情報が盛 

りだくさんで、実用的で非常に 

興味深い内容でした。 

「無駄なく野菜を摂る方法」で 

は、ご自身も単身赴任をされて 

いるという高橋さんお勧めの野 

菜調理法（一週間日替わりでキ 

ャベツ、タマネギ、ピーマンを 

効率的に使いきるレシピ）等を 

具体的に詳しく教えていただき 

ました。 

新しい生活環境のもと、正し 

く効果的に健康管理を行っていく上でたい

へん示唆に富む有意義な実用食育講座とな

りました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行　　事 備考 日 曜 行　　事 備考

1 金 元旦 16 土

2 土 17 日

3 日 18 月

4 月 19 火

5 火 20 水

6 水 21 木

7 木 始業式・6限服装・頭髪検査 22 金 　　　1年産講演会・第2回きのくに人材育成会議

8 金 3年学年末テスト発表 23 土

9 土 24 日 全商簿記実務検定

10 日 25 月

11 月 成人の日 26 火

12 火 27 水 　　　　　　　　●図書館一般開放日

13 水 ●図書館一般開放日 28 木

14 木 １〃２年実力テスト 29 金

15 金 30 土

31 日 全商重宝処理検定

3

年
学
年
末
考
査

登

下

校

指

導
2

年
修
学
旅
行

1
年
イ
ン

タ
ー
ン

シ
ッ
プ

3年生は学年締めくくりの学年末テスト（高校生活最後の定期テスト）、2年生は修学旅

行（高校生活最大の学年行事）、1年生はインターンシップ（高校生活初の本格的実習活動）

と、それぞれ大きな行事が待ち構える1月。健康面、精神面での自己管理をきっちりと！ 

１２月２２日、２年生地域文化系列 

の生徒１５人が、本年度も北山村でのじ 

ゃばら体験学習に参加させていただきま 

した。今回も北山村観光産業課にお世話い 

ただき、まず、おくとろにて筏下りの筏用材

木の皮むき作業を体験させて頂きました。午

後からは北山中学校家庭科室をお借りして

の「じゃばらジャム」作り体験。生徒たちは

それぞれの活動を満喫しつつも、「筏下り」

と「じゃばら」というOne &Onlyな地域ア

ピールを展開する北山村に地域産業の活性

化のお手本をしっかりと学んだようでした。 

 

本校 OB で日本ワヤン協会主催の松本保

氏がこのほど来校され、ご自身が上梓されて

いるジャワ舞踊やワヤン（インドネシアの伝

統的影絵芝居）に関する書籍数冊を本校に寄

贈していただきました。 

松本氏は那智勝浦町ご出身で、昭和１９年

に本校（新宮商業）、次いで大阪外国語大学

フランス語学科を卒業されたあと、詩人金子

光晴氏と親交を深めるなど詩人としてご活

躍されました。１９６０年代後半にはじめて

ジャワでワヤンに触れて以来、その壮大な魅

力に惹かれ現地での調査や研究に精力を傾

注されてきました。現在もインドネシア伝統

芸能研究の第一人者としてご活躍されてい

ます。（書籍等では「松本 亮」名義） 

このたびはご自身の詩集、研究書、訳書、

エッセー、脚本といったたくさんの著書の中

から、『ワヤン・ジャワ、語り集成―マハーバラ

タ編―＜上下巻＞』（八幡山書房）【左】、『ジ

ャワ舞踏バリ舞踏の華をたずねて その文

学・ものがたり背景をさぐる』（めこん）【中】、

『ノントン・ワヤン！（月刊たくさんのふしぎ２０

０９年１月号）』【右】の計４冊の貴重な書籍を

寄贈していただきました。ありがとうござい

ました。 

 


